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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第120期

第１四半期
連結累計期間

第121期
第１四半期
連結累計期間

第120期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 （千円） 5,715,205 7,832,398 25,671,601

経常利益 （千円） 310,983 790,848 2,710,025

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（千円） 211,803 517,218 1,897,494

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 206,612 529,904 1,903,783

純資産額 （千円） 11,448,351 13,327,298 12,969,994

総資産額 （千円） 21,989,823 24,656,118 24,468,986

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 73.89 180.46 661.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 52.1 54.1 53.0
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は記載しておりません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会社）

が判断したものであります。
 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間の当社グループの売上高は78億32百万円となり、前年同四半期連結累計期間（以下、

「前年同四半期」）に比べて21億17百万円の増収となりました。

損益面におきましては、前年同四半期に比べ老朽更新工事等による稼働日数減少の影響が縮小したことや、精密

化学品部門等の増収により営業利益は７億73百万円（前年同四半期比４億74百万円増）、経常利益は７億90百万円

（同４億79百万円増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は５億17百万円（同３億５百万円増）となりました。

なお、新型コロナウイルス感染症による当社事業への影響は拡大しておりますが、業績への影響は依然として限

定的ととらえております。
 

[セグメント別の売上高の概況]

区    分
前年同四半期

当第１四半期

連結累計期間
増  減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

精密化学品部門 2,874 50.3 5,229 66.8 2,355 81.9

機能材部門 854 15.0 602 7.7 △251 △29.5

機能樹脂部門 715 12.5 901 11.5 186 26.1

化成品部門 1,154 20.2 988 12.6 △166 △14.4

 化学工業セグメント 5,598 98.0 7,723 98.6 2,124 37.9

 その他 116 2.0 109 1.4 △7 △6.0

合    計 5,715 100.0 7,832 100.0 2,117 37.0
 

＜化学工業セグメント＞

当セグメントの売上高は、77億23百万円となり、前年同四半期と比べて21億24百万円の増収となりました。

（精密化学品部門）

樹脂原料の出荷が旺盛な需要により増加したことや、農薬中間体や電子材料の販売が増加したことにより、売

上高は52億29百万円となり、前年同四半期と比べて23億55百万円の増収となりました。

（機能材部門）

機能材部門は、ゴム薬品および接着剤ともに減少したことから、売上高は６億２百万円となり、前年同四半期

と比べて２億51百万円の減収となりました。

（機能樹脂部門）

紙用加工樹脂の販売は減少しましたが、ワニスの出荷が堅調に推移したことにより、売上高は９億１百万円と

なり、前年同四半期と比べて１億86百万円の増収となりました。

（化成品部門）

可塑剤は原料価格に連動した売価の下落に加え、出荷数量が減少したため、売上高は９億88百万円となり、前

年同四半期と比べて１億66百万円の減収となりました。

＜その他＞

化学分析受託事業の売上高は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、全般的に受注が減少したため１億

９百万円となり、前年同四半期と比べて７百万円の減収となりました。
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（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べて12百万円増加し、138億50百万円となりました。これは、主として、好調

なキャッシュ・フローにより現金同等物が増加したことによるものです。

固定資産は、主として播磨工場の厚生棟が完成したことにより、前連結会計年度末と比べて１億74百万円増加

し、108億５百万円となりました。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の総資産額は246億56百万円となり、前連結会計年度末と比べて１億87百

万円の増加となりました。

（負債）

流動負債は、播磨工場の厚生棟などが完成したことによりその他流動負債に含まれる設備関係債務は増加したも

のの、未払法人税等の納付による減少や賞与引当金の減少等により、前連結会計年度末と比べて１億38百万円減少

し、80億53百万円となりました。

固定負債は、前連結会計年度末と比べて31百万円減少し、32億75百万円となりました。これは、退職給付に係る

負債の増加を長期借入金の返済が上回ったことなどによるものです。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末と比べて１億70百万円減少し、113億28百万円となりました。

（純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産額は、前連結会計年度末と比べて３億57百万円増加し、133億27百万円とな

りました。これは、主として利益剰余金の増加によるものです。

 

(2) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定に重要な変更

はありません。

 

(3) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断

するための客観的な指標等に重要な変更はありません。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題はありませ

ん。

 
(5) 財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

該当事項はありません。

 
(6) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は１億95百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,888,000 2,888,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株であ
ります。

計 2,888,000 2,888,000 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年６月30日 － 2,888 － 1,572,000 － 1,008,755
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

2020年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 21,800

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,854,800 28,548 －

単元未満株式 普通株式 11,400 － －

発行済株式総数  2,888,000 － －

総株主の議決権 － 28,548 －
 

(注) １ 「単元未満株式」の株式数には当社所有の自己株式21株が含まれております。

２ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2020年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

②  【自己株式等】

2020年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数割合(％)

（自己保有株式）      

田岡化学工業株式会社
大阪市淀川区西三国
四丁目２番11号

21,800 - 21,800 0.76

計 － 21,800 - 21,800 0.76
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020年

６月30日まで）および第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 684,591 1,099,392

  受取手形及び売掛金 5,288,175 5,196,625

  商品及び製品 3,836,605 3,651,160

  仕掛品 439,718 116,423

  原材料及び貯蔵品 1,828,523 1,809,618

  その他 1,760,669 1,977,601

  流動資産合計 13,838,285 13,850,821

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 8,453,335 8,639,766

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △5,446,437 △5,427,934

    建物及び構築物（純額） 3,006,898 3,211,832

   機械装置及び運搬具 22,056,013 22,026,223

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △17,749,766 △17,829,248

    機械装置及び運搬具（純額） 4,306,247 4,196,975

   その他 3,676,970 3,846,447

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,684,082 △1,712,298

    その他（純額） 1,992,887 2,134,149

   有形固定資産合計 9,306,033 9,542,956

  無形固定資産 39,372 37,442

  投資その他の資産   

   その他 1,285,995 1,225,598

   貸倒引当金 △700 △700

   投資その他の資産合計 1,285,295 1,224,898

  固定資産合計 10,630,700 10,805,297

 資産合計 24,468,986 24,656,118
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,174,380 5,086,713

  1年内返済予定の長期借入金 300,000 300,000

  未払法人税等 688,836 131,403

  賞与引当金 453,079 228,966

  その他 1,575,382 2,305,970

  流動負債合計 8,191,678 8,053,054

 固定負債   

  長期借入金 554,415 478,870

  退職給付に係る負債 2,526,308 2,560,538

  その他 226,590 236,358

  固定負債合計 3,307,313 3,275,766

 負債合計 11,498,992 11,328,820

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,572,000 1,572,000

  資本剰余金 1,008,755 1,008,755

  利益剰余金 10,357,224 10,702,472

  自己株式 △34,521 △35,150

  株主資本合計 12,903,458 13,248,077

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 30,472 46,669

  為替換算調整勘定 15,588 14,160

  退職給付に係る調整累計額 20,474 18,391

  その他の包括利益累計額合計 66,535 79,221

 純資産合計 12,969,994 13,327,298

負債純資産合計 24,468,986 24,656,118
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 5,715,205 7,832,398

売上原価 4,672,520 6,317,324

売上総利益 1,042,685 1,515,073

販売費及び一般管理費 744,487 741,996

営業利益 298,197 773,076

営業外収益   

 受取利息 178 625

 受取配当金 15,016 15,216

 その他 4,179 6,200

 営業外収益合計 19,374 22,041

営業外費用   

 支払利息 1,299 784

 為替差損 5,037 1,352

 原材料売却損 － 2,034

 その他 250 97

 営業外費用合計 6,588 4,269

経常利益 310,983 790,848

特別損失   

 固定資産除却損 4,211 75,026

 特別損失合計 4,211 75,026

税金等調整前四半期純利益 306,772 715,822

法人税、住民税及び事業税 3,512 121,832

法人税等調整額 91,456 76,771

法人税等合計 94,968 198,603

四半期純利益 211,803 517,218

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 211,803 517,218
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純利益 211,803 517,218

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △5,389 16,197

 為替換算調整勘定 △999 △1,428

 退職給付に係る調整額 1,197 △2,083

 その他の包括利益合計 △5,191 12,685

四半期包括利益 206,612 529,904

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 206,612 529,904

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(原価差異の繰延処理)

操業度等の季節的な変動に起因した原価差異が発生し、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれる場合に

は、当該原価差異を繰延べております。

　

(追加情報)

新型コロナウイルス感染症の影響に関して、当社および国内子会社は引き続き厳重な対策を実施した事業活動を

継続しており、当第１四半期連結累計期間後においても、平常時と同水準の稼働率を維持しております。

一方で、タオカ ケミカル インド プライベート リミテッドにおいては、現地のロックダウン（都市封鎖）

の影響により、ゴム薬品製造設備の建設工事に遅れが生じておりますが、同社のキャッシュ・フローに対する影響

は軽微です。

繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りや今後の業績等について、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

は依然として限定的ととらえております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。
　

 
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
 至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年６月30日)

減価償却費 353,103千円 370,494千円
 

　

(株主資本等関係)

 Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月９日
取締役会

普通株式 172,001 60.00 2019年３月31日 2019年６月４日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

 Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月11日
取締役会

普通株式 171,970 60.00 2020年３月31日 2020年６月５日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）

 

報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高      

  外部顧客への売上高 5,598,812 116,392 5,715,205 － 5,715,205

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ 16,818 16,818 △16,818 －

計 5,598,812 133,210 5,732,023 △16,818 5,715,205

セグメント利益 286,406 11,664 298,070 127 298,197

 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業であります。

２ セグメント利益の調整額127千円は、セグメント間取引の消去に伴う調整額であります。

３ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年６月30日）

 

報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高      

  外部顧客への売上高 7,723,029 109,369 7,832,398 － 7,832,398

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ 15,037 15,037 △15,037 －

計 7,723,029 124,406 7,847,435 △15,037 7,832,398

セグメント利益
又は損失（△）

777,809 △6,836 770,973 2,103 773,076

 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業であります。

２ セグメント利益又は損失の調整額2,103千円は、セグメント間取引の消去に伴う調整額であります。

３ セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
 至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年６月30日)

１株当たり四半期純利益 73円89銭 180円46銭

  (算定上の基礎)   

  親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 211,803 517,218

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

  普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

211,803 517,218

   普通株式の期中平均株式数(千株) 2,866 2,866
 

(注) 潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第120期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）期末配当については、2020年５月11日開催の取締役会において、

次のとおり期末配当を行うことを決議し、配当を行っております。

①  配当金の総額 171,970千円

②  １株当たりの金額 60円00銭

③  支払請求権の効力発生日および支払開始日 2020年６月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年８月７日

田岡化学工業株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松   本         学 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中   村   武   浩 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡化学工業株

式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の2020年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
 

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

 

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。
 

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。
 

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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